
 
 
 
 
 
                         

 

 

 

    六美高架橋は、北関東自動車道の壬生インターチェンジの東側に位置 

  し、ＰＲＣプレテンション中空床版桁による多径間連結構造を主とする 

 橋長 2,700ｍにおよぶ橋梁です。最大 16 径間 (355.0ｍ）におよぶ多径間 

 連結形式を実現するため、主桁連結に床版連結構造の採用や、下部工ク 

  リープの影響と主桁連結時期を考慮した設計を行っています。 

  また、プレテン桁をＰＲＣ構造とすることで、ＰＣ鋼材量を低減させて 

います。 

 

         
        ▼一般図  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   ▼橋梁諸元  

 

     工 事 名：北関東自動車道 六美高架橋（ＰＣ上部工）工事 

     発 注 者：日本道路公団 

     位  置：栃木県下都賀郡壬生町～石橋町 

     道路規格：1 種 2 級Ｂ規格 

     形  式：16 径間連結ＰＲＣプレテン中空床版橋など 

     荷  重：Ｂ活荷重 

     橋  長：2,743.5ｍ 

     有効幅員：9.875ｍ 

     製作桁数：3,126 本 

     架  設：大型トラッククレーン架設 
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      ▼設計概要 

      

  1) 現場施工の省力化を図るために、主桁連結部に床版連結構造を採用しています。 

   ①耐久性および耐荷力を確認するため、部分模型による載荷試験を実施し、十分な耐久性および耐荷力を 

 確認しています。 

   ②ループ継手による連結構造を採用するため、ＦＥＭ解析を行い、実験との整合性を確認し、継手部の 

    補強方法を決定しています。 

 

  2) 多径間連結構造を成立させるため、実施工に即したクリープ試験を行い、クリープ進行度と連結時期を 

   考慮した設計、施工を行っています。 

   ①橋脚のクリープ変形を考慮することで、橋脚の見かけの剛性が低減でき、上部工の変形に伴い発生する 

 不静定力を低減する設計を行っています。 

   ②高欄施工後に連結部を施工する方法を採用することで、連結部に作用する死荷重および残留クリープに 

    より発生する断面力を軽減しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     ▼工程表  

     

平成9年 平成10年 平成11年 平成12年

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

詳　　細　　設　　計

桁製作ヤード造成・設備工

プレテン桁製作工
製作本数＝3、126本

プレテン桁架設工

横　組　・　間　詰　工

高　　　欄　　　工

連　　　結　　　工
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